
診療科名称 Kコード Kコード名称（部位） 症例数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

外科 K7211 内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術（長径２セン

チメートル未満）
110 0.36 1.50 0.00% 69.74

K719-3 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術 38 4.61 11.18 0.00% 72.32

K634 腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側） 37 1.05 2.54 0.00% 60.95

診療科名称 Kコード Kコード名称（部位） 症例数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

整形外科 K0461 骨折観血的手術（大腿）（上腕） 90 4.19 43.09 0.00% 74.73

K0462 骨折観血的手術（下腿）（前腕） 36 4.14 31.50 0.00% 53.81

K0811 人工骨頭挿入術（股） 32 3.59 75.25 0.00% 83.09

診療科名称 Kコード Kコード名称（部位） 症例数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

脳神経外科 K164-2 慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 21 7.05 19.43 0.00% 81.33

K664 胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡

下胃瘻造設術を含む。）
－ － － － －

K1742 水頭症手術（シャント手術） － － － － －

診療科名称 Kコード Kコード名称（部位） 症例数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

内科 K610-3 内シャント設置術 10 8.90 27.10 0.00% 68.60

K7211 内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術（長径２セン

チメートル未満）
－ － － － －

K664 胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡

下胃瘻造設術を含む。）
－ － － － －

診療科名称 Kコード Kコード名称（部位） 症例数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

泌尿器科 K8036ｲ 膀胱悪性腫瘍手術（経尿道的手術）（電解質溶液

利用のもの）
16 1.00 3.81 0.00% 75.31

K843 前立腺悪性腫瘍手術 － － － － －

K800-2 経尿道的電気凝固術 － － － － －

診療科名称 Kコード Kコード名称（部位） 症例数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

眼科 K2821ﾛ 水晶体再建術（眼内レンズを挿入する場合）（そ

の他のもの）
56 0.00 1.00 0.00% 70.68

　　◆同一手術において複数の手術手技を行った場合、主たるもののみをカウントしています。

　　◆輸血関連（K920$）は除外しています。

　　◆創傷処理、皮膚切開術、非観血的整復術、徒手整復術、軽微な手術（一部）およびすべての加算は除外しています。

　　◆手術日数は、集計対象となった日から主たる手術の手術日まで（手術日当日は含まない）の日数、術後日数は主たる手術の手術日から
　　（手術日当日は含まない）集計対象となった終了日までです。

医療法人社団愛友会　津田沼中央総合病院

６ ）診療科別　主要手術別　症例数トップ３
2015年度＜2015年4月1日～2016年3月31日退院患者＞

＜集計方法と定義＞

　　◆対象患者は一般病棟に1回以上入院した、医科レセプトのみの患者です。

　　◆入院後24時間以内に死亡した患者さんは対象外です。

　　◆症例数が10未満の数値の場合は、－（ハイフン）で表示しています。

＜解説＞

外科の主要手術で一番多い術式は、「内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術」の110症例です。

当院では、腹腔鏡手術に積極的に取り組んでおり、中でも「腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術」の症例も近年増加しています。

＜解説＞

整形外科の主要手術においては、高齢者の転倒による大腿骨骨折の手術症例が多く、高齢者の増加とともに手術症例も増えていくことが見込

まれます。KコードK0461の中でも、大腿に対する手術症例数は68件、平均年齢83.50歳と高齢であることが分かります。

＜解説＞

主に頭部外傷後の慢性期（通常1～2ヶ月後）に起こる、「慢性硬膜下血腫」に対する血腫除去術は、当院では、無剃毛、頭皮は3～4mmの小切

開、頭蓋骨には2～3mmの穴で済む、穿刺術を可能な限り行っています。

＜解説＞

あらゆる治療法を行っても、腎臓病の進行を止めることができず、末期腎不全となった場合には、透析療法が必要になります。

透析療法に必要な「内シャント」（シャント＝「短絡」という意味）と呼ばれる動脈と静脈をつなぐ手術を、当院血管外科で行っており、保存期腎不

全治療、シャント作成、透析導入に至るまで、院内で完結する体制を整えています。

＜解説＞

2016年4月以降は、非常勤医師のみでの診療ため、現在は入院・手術は行っていません。

＜解説＞

当院において、白内障に対する水晶体再建術は、1泊2日の入院手術にて56症例あり、主要手術症例数の上位に位置しています。


